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【動機】

＜動機＞小学校低学年の時に家族との会話のなかで、川や池の水は飲めないのにどうして井戸の
水は飲めるのかと思ったこと。＜目的１＞飲める位きれいな水を作る。＜目的２＞汚れた水を浄
化する装置を考案し、川や池の水質汚染に関する環境問題の解決に取り組む。

【方法】

＜方法＞ろ過方式による浄化装置を目標とし、それに必要な研究を行う。＜理由１＞ろ過による
浄化は基本的な方法であり理解りやすく一般的であるから。＜内容＞ろ過材料は装置設置地域で
調達可能にするために、身の回りで調達できる自然の物を使う。そのための材料特性とろ過材料
構成の研究を行う。

【結果】

＜結果＞・飲用目的：水質完全率９９.５％以上達成（ろ過材料の効率化は未達）・汚染水浄化目
的：水質完全率９５％以上達成（ろ過材料の効率化も達成、６０％減かつ材料１種類減可能）

【まとめ】

・装置の構成の検討によりろ過材料の量を減らすことは可能である。・ろ過材料の構成の検討に
より、ろ過材料の量に加えて種類も減らることが可能である。・今後のろ過材料の構成研究によ
り、実現可能な装置と最適なろ過材料の構成が導き出せる方向性が見えた。

【展望】

＜展望１＞今後、この技術を使い、安全な水を得ることが困難な地域で現地の材料を使い、簡単
にきれいな水を得ることができるようにしたい。＜展望２＞河川の汚染された水を浄化する方法
として、簡単で安価な方法として実現できるようにしたい。
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